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我が家の

シリーズ

お陽
ひ

さまお陽
ひ

さま
　小国小学校運動会が、９月７日、同校グラウンドを会
場に開催されました。
　このグラウンドで開催される最後の運動会ということ
もあり、赤白両軍とも学校への感謝の気持ちを込めて、
精一杯の応援合戦が繰り広げられました。

～グラウンドに響き渡る応援合戦～
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▽
一
般
会
計
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
の

決
算
は
、
歳
入
総
額
84
億
３
，

７
６
３
万
５
千
円
、
歳
出
総
額

80
億
７
，０
４
６
万
３
千
円
、
差

引
額
３
億
６
，７
１
７
万
２
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

差
引
額
か
ら
平
成
24
年
度
繰
越

事
業
分
の
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
は
、
３
億
４
，１
３
５
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

▽
歳
入
の
状
況

　

歳
入
の
総
額
は
、
前
年
度

比
18
億
２
，０
８
２
万
６
千
円

（
27
・
５
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
は
、
自
主
財
源
（
町
独
自

の
収
入
）
と
そ
れ
以
外
の
依
存
財

源
に
分
け
ら
れ
、
本
町
に
お
け
る

財
源
割
合
は
、
自
主
財
源
が
20
・

９
％
、
依
存
財
源
が
79
・
１
％
と

な
っ
て
お
り
、
歳
入
の
多
く
を
依

存
財
源
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

町
税
収
入
は
、
全
体
で
対
前
年

度
比
４
３
７
万
６
千
円（
０
・
４
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。
町
民
税
は
、

個
人
町
民
税
と
法
人
町
民
税
に
お

い
て
、
町
内
景
気
が
回
復
傾
向
に

推
移
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
対

前
年
度
比
５
，６
８
１
万
６
千
円

（
20
・
１
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た

が
、
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
が

行
わ
れ
た
こ
と
が
減
収
の
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
算
定
方
法

が
見
直
さ
れ
た
こ
と
や
積
雪
度

級
地
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
対
前
年
度
比
１
億
９
，

２
６
５
万
９
千
円
（
６
・
３
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、
小
国
小
学

校
改
築
事
業
に
伴
う
交
付
金
の

交
付
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
３
億
１
，１
１
１
万
４
千
円

（
80
・
１
％
）
の
大
幅
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

町
債
は
、
小
国
小
学
校
改
築
事

業
、
屋
内
運
動
場
整
備
事
業
等

に
よ
る
過
疎
対
策
事
業
債
の
増

額
、
勤
労
者
住
宅
整
備
事
業
に
よ

る
一
般
単
独
事
業
の
増
額
な
ど

に
よ
り
、
対
前
年
度
比
14
億
２
，

８
０
０
万
円
（
１
７
７
・
３
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

▽
歳
出
の
状
況

　

歳
出
の
総
額
は
、
前
年
度
比

18
億
５
，３
６
３
万
２
千
円
（
29
・

８
％
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
件
費
は
、
議
員
年
金
制
度

　平成24年度の各会計の決算がまとまり、平成25年第５回小国町議
会９月定例会において認定されました。今月は、昨年度１年間の歳入
歳出の概要についてお知らせします。

のあらまし決 算平成24年度
一般・企業・特別会計
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◇歳入用語の解説
【町税】町民の皆さんや法人などに納めていた
だく税金（個人・法人町民税、固定資産税など）

【繰入金】町の基金を下したお金
【地方交付税】市町村の財政状況に応じて国か
ら分配されるお金

【国・県支出金】補助金など特定の目的のため
国や県から支出されるお金

【町債】町の借入金（借金）

◇歳出用語の解説
【人件費】職員の給与や退職金、議員報酬など
【扶助費】生活保護費や児童手当など
【公債費】借入金の元金や利子の返済費用
【物件費】光熱水費、消耗品費、備品購入費、
委託料など

【維持補修費】公共施設の修繕料など
【補助費等】一部事務組合や各種団体への負担
金や補助金

歳入総額（前年度比 27.5％増）

84億3,763万５千円
歳出総額（前年度比 29.8％増）

80億7,046万３千円
町税（12.0％）
10億1,226万３千円
財産収入（0.6％）
4,953万４千円
使用料・手数料（0.9％）
8,008万１千円
繰入金（1.4％）
１億1,510万７千円
諸収入（0.7％）
5,526万９千円
その他（5.3％）
４億5,258万４千円

自
主
財
源

依
存
財
源

地方交付税（38.5％）
32億4,972万６千円

国庫支出金（8.3％）
６億9,935万２千円

町債（26.5％）
22億3,340万円

県支出金（3.7％）
３億1,104万円４千円

その他（2.1％）
１億7,927万５千円

人件費（10.8％）
８億7,075万７千円

扶助費（7.2％）
５億8,427万４千円

公債費（8.4％）
６億7,711万７千円

災害復旧事業（0.1％）
731万６千円

普通建設事業（34.2％）
27億5,571万９千円

物件費（10.3％）
８億3,164万２千円

維持補修費（7.1％）
５億7,379万７千円

補助費等（12.1％）
９億7,631万５千円

その他（9.8％）
７億9,352万６千円

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ

の

他

　～　一般会計の歳入歳出決算　～
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▽
特
別
会
計
と
企
業
会
計

　

本
町
に
は
、
一
般
会
計
の
ほ
か

に
、
左
に
記
載
さ
れ
て
い
る
７
つ

の
特
別
会
計
と
４
つ
の
企
業
会
計

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
計
ご
と

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
に
、
一
般
的
な
歳
入

や
歳
出
と
は
会
計
を
区
分
し
て
経

理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け

る
会
計
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

企
業
会
計
と
は
、
独
立
採
算
の

原
則
に
た
っ
て
、
歳
入
で
歳
出
を

ま
か
な
い
、
事
業
展
開
を
図
る
も

の
で
す
。

企
　
業
　
会
　
計

病院事業収益
病院事業費用

老健施設事業収益
老健施設事業費用

水道事業収益
水道事業費用

特
　
別
　
会
　
計

工業用水事業収益
工業用水事業費用

収　入
支　出

　病院事業会計決算
 ８億4,418万１千円
10億7,786万６千円

２億9,717万円　　
３億3,494万２千円

１億　594万７千円
　　8,960万２千円

        8,363万５千円
１億1,413万５千円

5,679万５千円
2,941万７千円

８億9,990万６千円
８億1,947万６千円

１億1,395万円　　
          142万４千円

３億4,674万７千円
３億3,813万２千円

7,112万２千円
7,110万８千円

９億2,938万２千円
９億1,753万２千円

１億　　77万１千円
       9,442万５千円

廃
止
に
伴
う
給
付
負
担
金
や
退

職
手
当
組
合
負
担
金
の
減
額

な
ど
か
ら
、
対
前
年
度
比
４
，

８
０
４
万
５
千
円
（
５
・
２
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費
で
は
、
平
成
10
年
度
に

発
行
し
た
町
道
あ
け
ぼ
の
団
地

２
・
３
号
線
道
路
整
備
事
業
、
横

根
ス
キ
ー
場
圧
雪
車
購
入
事
業
に

充
当
し
た
過
疎
対
策
事
業
債
の
償

還
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

対
前
年
度
比
１
，４
２
３
万
５
千

円
（
２
・
１
％
）
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

基　金　名 金　　額

財 政 調 整 基 金 ６億7,353万５千円  
除 雪 対 策 基 金 １億5,050万１千円

減 債 基 金 5,585万円　　

学 校 建 設 基 金 ４億9,676万４千円

そ の 他 基 金 １億6,774万円　　

合　　計 15億4,439万円　　

基金の額（平成24年度末現在）

　水道事業会計決算

　老人保健施設事業会計決算

　工業用水事業会計決算

　簡易水道事業特別会計決算

　国民健康保険事業特別会計決算

　部落有財産特別会計決算

　下水道事業特別会計決算

　訪問看護特別会計決算

　介護保険特別会計決算

　後期高齢者医療特別会計決算

　

維
持
補
修
費
は
、
除
排
雪
経
費

の
減
や
町
道
橋
、
林
道
の
補
修
事

業
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年

度
比
５
，０
０
４
万
８
千
円
（
８
・

０
％
）
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
は
、
介

護
保
険
特
別
会
計
で
の
介
護
給
付

費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
対
前
年
度

比
８
５
０
万
４
千
円
（
８
・
１
％
）

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
調
整
基
金
他
８
基

金
へ
利
子
積
み
立
て
と
原
資
積

み
増
し
を
行
い
、
基
金
の
総
額
は

15
億
４
，４
３
９
万
円
を
確
保
し

ま
し
た
。

収　入
支　出

収　入
支　出

収　入
支　出

収　入
支　出

収　入
支　出

収　入
支　出

小
国
小
学
校
改
築
事
業
の
本
体

工
事
に
着
手
し
た
こ
と
、
屋

内
運
動
場
整
備
事
業
、
バ
ス

車
庫
整
備
事
業
を
実
施
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
対
前
年
度

比
20
億
６
，３
６
９
万
５
千
円

（
２
９
５
・
１
％
）
の
大
幅
な
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
経
費
に
つ
い
て
、
物

件
費
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
議
会
中
継
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や

町
営
住
宅
の
解
体
、衆
議
院
議
員
、

町
長
選
挙
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
２
，２
０
１
万
７
千
円

（
２
・
７
％
）の
増
と
な
り
ま
し
た
。
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◆小国町医療給付事業
　5,097万３千円
中学生までの子どもの医療費
無料化に対する給付事業など

◆町営バス運行事業
　4,022万１千円
路線バス、デマンドタクシー、
スクールバスを活用した内循
環線の運行など

◆住宅リフォーム総合支援事業
　1,311万５千円
耐震補強、バリアフリー化等や
県産材利用拡大のための助成

◆水源の郷交流広場管理事業
　3,880万円
叶水地内のパークゴルフ場の
管理棟及び駐車場の整備など

◆議会中継システム整備事業
　1,327万３千円
インターネットによる小国町
議会の映像中継のためのシス
テム整備

◆妊娠出産支援事業
　645万２千円
妊娠、出産などに要する経済
的負担の軽減のための支援金
支給など

◆小国小学校改築事業
　11億864万１千円
平成26年４月の開校に向け
て校舎本体工事や周辺整備工
事などを実施

平成24年度の主なまちづくり事業

◆屋内運動場整備事業
　３億2,455万円
新たな屋内運動場を栄町地内
に建設

◆小国町商工会のプレミアム
付き買い物券発行事業費への
助成
　600万円

指　　標 比　　率　（単位：％）

 ①実質赤字比率
 一般会計の赤字の大きさを
 財政規模に対する割合で表
 したもの

小 国 町 －

早期健全化基準 15.00

財政再生基準 20.00

 ② 連結実質赤字比率
 町の全会計の赤字の大きさ
 を財政規模に対する割合で
 表したもの

小 国 町 －

早期健全化基準 20.00

財政再生基準 30.00

 ③実質公債費比率
 町の借入金の返済額の大き
 さを財政規模に対する割合
 で表したもの

小 国 町 10.1

早期健全化基準 25.0

財政再生基準 35.0

 ④将来負担比率
 町の現在抱えている負債の
 大きさを財政規模に対する
 割合で表したもの

小 国 町 99.2

早期健全化比率 350.0

▽
健
全
化
判
断
比
率　

　

平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く
財

政
の
健
全
化
判
断
比
率
の
状
況

は
、
左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　

比
率
が
早
期
健
全
化
基
準
、
財

政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、
そ
れ

ぞ
れ
財
政
健
全
化
計
画
、
財
政
再

生
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
町
は
、
い
ず
れ
の

指
標
に
お
い
て
も
、
財
政
悪
化
の

判
断
基
準
に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

▽
ま
ち
づ
く
り
施
策　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

の
実
現
に
向
け
て

　

町
で
は
、
町
民
が
豊
か
で
安
心

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率
　は「－」と表記。

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
、
効
果
的
か
つ

効
率
的
な
事
業
の
執
行
を
図
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
に
お
い
て
も
、「
高
齢

者
に
や
さ
し
い
福
祉
の
推
進
」、

「
子
育
て
に
や
さ
し
い
環
境
の
整

備
」、「
新
産
業
創
生
と
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
」
の
３
つ
を

町
の
基
本
政
策
課
題
に
位
置
付

け
、
多
様
な
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
今
後
も
社
会
情
勢
の
変
化

に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら
、
引
き

続
き
効
率
的
で
健
全
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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平
成
25
年
第
５
回
小
国
町
議
会

９
月
定
例
会
が
、
９
月
５
日
か
ら

12
日
ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
24
年
度
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

の
ほ
か
、
平
成
25
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
般
会
計
に

３
億
１
９
１
２
万
５
千
円
を
追
加

■
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
「
集

落
地
域
に
お
け
る
小
さ
な
拠
点

形
成
推
進
に
関
す
る
調
査
」
に

お
い
て
、
本
町
の
小
玉
川
地
域

が
モ
ニ
タ
ー
調
査
地
域
に
選
ば

れ
た
こ
と
か
ら
、
事
業
主
体
で

あ
る
小
玉
川
自
然
教
育
圏
整
備

促
進
協
議
会
に
対
し
て
活
動
経

費
の
一
部
を
助
成
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

■
小
国
小
学
校
改
築
工
事
に
伴

い
、
新
小
国
小
学
校
及
び
小
国

中
学
校
周
辺
区
域
が
、
自
動
車

平
成
25
年

第
５
回
小
国
町
議
会

　
　
　

９
月
定
例
会

の
時
速
が
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

制
限
さ
れ
る
「
ゾ
ー
ン
30
」
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
路

面
標
示
を
行
う
こ
と
と
し
ま
し

た
。

■
平
成
26
年
度
に
山
形
県
を
対
象

と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
及
び

観
光
事
業
者
等
が
協
働
で
実
施

予
定
の
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
、

本
年
度
開
催
予
定
各
種
プ
レ
イ

ベ
ン
ト
に
加
え
て
、
首
都
圏
等

に
お
け
る
観
光
物
産
展
等
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
を
本
町
独
自
で
開

催
す
る
こ
と
と
し
、
所
要
額
を

計
上
し
ま
し
た
。

■
地
球
温
暖
化
の
防
止
と
観
光
の

振
興
を
目
指
し
て
、
山
形
県
が

策
定
し
た
「
山
形
県
次
世
代
自

動
車
充
電
イ
ン
フ
ラ
設
置
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
伴
い
、道
の
駅
「
白

い
森
の
国
お
ぐ
に
」
に
国
庫
補

助
金
等
を
財
源
と
し
て
、
電
気

自
動
車
用
の
急
速
充
電
設
備
を

設
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
取
得

■
平
成
26
年
４
月
に
、
沖
庭
小

学
校
が
統
合
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
児
童
の
登
下
校
等
の
送

迎
を
確
保
す
る
た
め
、
マ
イ

ク
ロ
バ
ス
を
取
得
す
る
こ
と
と

し
、
３
業
者
に
よ
る
見
積
も
り

合
わ
せ
の
結
果
、
太
平
工
業

㈱
米
沢
支
店
に
落
札
決
定
し
、

６
０
７
万
３
，７
６
０
円
で
購

入
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

小
国
小
学
校
改
築
工
事
請
負
契
約

の
一
部
変
更

■
県
の
建
築
確
認
の
許
可
に
あ
た

り
、
消
防
法
等
に
伴
う
指
摘
事

項
に
対
応
す
る
た
め
、
防
火
区

画
や
防
火
壁
等
の
見
直
し
や
換

気
設
備
の
充
実
を
図
る
設
計
変

更
及
び
建
設
時
に
不
足
す
る
木

材
の
購
入
、
施
設
の
安
全
性
・

快
適
性
を
一
層
高
め
る
た
め
の

融
雪
エ
リ
ア
増
設
等
に
伴
っ

て
、
工
事
請
負
契
約
を
一
部
変

更
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
を
選
任

■
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う

人
事
案
件
が
提
案
さ
れ
、
次
の

か
た
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
修
治
氏
（
緑
町
）

　

な
お
、
任
期
は
、
平
成
25
年
10

月
１
日
か
ら
平
成
29
年
９
月
30

日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
地
価
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
小
国
町
に
関

す
る
も
の
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。

　

地
価
調
査
と
は
、
各
地
域
で
基

準
と
な
る
土
地
価
格
を
公
表
し
、

土
地
を
売
買
す
る
際
の
目
安
等
と

し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

▽
問
合
先　

総
務
企
画
課
政
策
企

　

画
室
（
☎
62
‐
２
２
６
４
）
へ

　

平
成
25
年
度

　
　
　
　

地
価
調
査
結
果

所　在 当年価格 前年価格 変動率

兵庫舘一丁目
６番11

9,710
（円/㎡）

10,000
（円/㎡） －2.9％

緑町三丁目
９番１

17,800
（円/㎡）

18,400
（円/㎡） －3.3％

兵庫舘三丁目
５番20

7,820
（円/㎡）

8,100
（円/㎡） －3.5％

小国小坂町字
八木沢三125番

46,600
（円/10ａ）

47,500
（円/10ａ） －1.9％
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小
国
町
高
齢
者
顕
彰
式

「
鍛た

ん

」
と
「
錬れ

ん

」

　

盛
田
信
明

～町長室便り～
雨ニモマケズ⑫

日 ご ろ の「 鍛 錬 」 の 成 果
を 発 揮 す る 小 国 警 察 署 員

　

日
ご
ろ
か
ら
、
小
国
警
察
署
の

丹
野
署
長
さ
ん
を
は
じ
め
署
員
の

皆
さ
ま
に
は
、
小
国
町
の
町
民
の

生
命
、財
産
を
守
っ
て
い
た
だ
き
、

安
心
、
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご

尽
力
を
賜
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
小
国
警
察
署
夏
期
術

科
訓
練
納
会
に
お
招
き
い
た
だ

き
、
柔
道
、
剣
道
及
び
逮
捕
術
の

試
合
を
観
戦
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
想
像
以
上
の
迫
力
あ
る
試

合
に
感
服
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
町

民
の
安
全
を
預
か
る
者
と
し
て
、

大
変
心
強
く
存
じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
剣
の
達
人
と
い
え
ば
、

宮
本
武
蔵
が
そ
の
代
表
格
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
宮
本
武
蔵
が
残
し

た
言
葉
に
、「
千
日
の
稽
古
を
鍛

と
し
、
万
日
の
稽
古
を
錬
と
す
。」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
千
日

と
い
え
ば
、
約
３
年
、
万
日
は
約

27
年
に
も
及
び
ま
す
。
警
察
官
の

か
た
が
た
は
、
交
通
安
全
、
犯
罪

防
止
な
ど
、
治
安
を
守
る
た
め
に

日
夜
鍛
錬
を
重
ね
ら
れ
、
一
朝
有

事
の
際
に
は
、
自
身
の
安
全
も
顧

み
ず
に
公
務
を
執
行
さ
れ
ま
す
。

さ
す
が
に
気
迫
の
こ
も
っ
た
真
剣

勝
負
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
気
軽
に
「
鍛
錬
」
と
い
う
言

葉
を
使
い
ま
す
が
、
鍛
錬
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
長
い
年
月
を
か
け
て

修
行
す
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
す
べ
て
の
道
に
通

じ
ま
す
。
私
も
、
安
全
で
安
心
で

き
る
町
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。
小
国
警
察
署

の
皆
さ
ま
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！

　

第
49
回
小
国
町
高
齢
者
顕
彰
式

が
、
９
月
15
日
、
町
民
体
育
館
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
米
寿
11
人
、
喜
寿
63

人
の
計
74
人
が
出
席
し
、
盛
田
信

明
町
長
の
式
辞
の
後
、
町
か
ら
の

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

む
つ
み
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
が
歌

を
、
白
百
合
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
鼓
笛
の
演
奏
を
披
露
し
、
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

伊
藤
翔
大
（
し
ょ
う
た
）
さ
ん
が
国
体
に
出
場

選
手
と
し
て
出
場
し
て
い
ま
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
７
月
か
ら
８

月
に
か
け
て
福
岡
県
で
行
わ
れ

た
、
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
に
も
出
場
し
、
全
国
ベ
ス

ト
８
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

９
月
18
日
に
は
、
盛
田
信
明

町
長
を
訪
れ
、「
気
持
ち
で
負

け
な
い
よ
う
、
全
力
で
プ
レ
ー

し
て
き
ま
す
の
で
、
応
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
力

強
く
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

県
立
南
陽
高
校
２
年
の
伊
藤

翔
大
さ
ん
（
小
国
小
坂
町
）
が
、

９
月
28
日
に
東
京
都
で
開
会
し

た
、
第
68
回
国
民
体
育
大
会
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
男
子
の
部
に
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　現在、大宮地区ポンプ庫脇に設置し
ている町営バス「団地前」バス停留所
について、交通安全確保のため、次の
とおり移動することとなりましたので、
ご注意ください。

■
職
種
及
び
募
集
人
員

①
初
級
土
木　

若
干
名

②
看

護

師　

若
干
名

③
理
学
療
法
士　

若
干
名

■
受
験
資
格

①
初
級
土
木

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
か
た

②
看
護
師　

昭
和
53
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
（
要
資

格
又
は
資
格
取
得
見
込
み
）

③
理
学
療
法
士　

昭
和
48
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
か
た（
要

資
格
又
は
資
格
取
得
見
込
み
）

■
試
験
内
容

▽
第
１
次
試
験　

　

①
教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
と

も
に
高
卒
程
度
）、
職
場
適
応

性
検
査
、
作
文　

※
②
と
③
は
、
職
場
適
応
性
検
査

と
作
文
の
み

▽
第
２
次
試
験　

個
別
面
接

■
試
験
日

第
１
次
試
験　

11
月
10
日
㈰

第
２
次
試
験　

11
月
下
旬

■
会
場　

小
国
町
役
場

   

平
成
26
年
度
小
国
町
職
員
２
次
募
集

■
募
集
期
間

10
月
１
日
㈫
～
10
月
25
日
㈮

■
受
付
時
間
及
び
受
付
場
所

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
持
参
す
る
場
合

　

総
務
企
画
課
法
務
行
政
担
当
へ

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
土
、
日
及
び
祝
日
は

日
直
の
職
員
に
直
接
提
出

▽
郵
送
の
場
合

　

封
筒
の
表
に
「
小
国
町
職
員
採

用
試
験
受
験
申
込
書
在
中
」
と

朱
書
き
の
う
え
、
簡
易
書
留
に

よ
り
10
月
25
日
㈮
必
着
で
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
票
の
交
付

　

受
験
申
込
書
の
受
理
後
、
本
人

あ
て
に
送
付
し
ま
す
。（
届
い

た
後
に
氏
名
や
住
所
等
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

申
込
書
の
請
求
方
法
や
提
出
書

類
な
ど
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先

　

総
務
企
画
課
行
政
管
理
室
へ

～特定不妊治療費を助成します～町営バス停留所移動のお知らせ

■移設日時　平成25年10月１日㈫～
■移設場所　小国町大字増岡305－８

■問合先　町民税務課町民生活担当
　　　　　（☎６２－２２６０）へ

　町では、妊娠、出産の環境向上と少子化対策
の一環として、不妊に悩み、不妊治療を受けて
いるご夫婦の経済的な負担を軽減するため、国
及び山形県が実施する特定不妊治療費助成制度
に、町が上乗せして助成を行います。
■対象者（次の項目を全て満たすかた）
　①いずれか一方が小国町に住所のある夫婦
　②山形県特定不妊治療費助成事業実施要綱に

基づき助成を受けているかた
　③夫婦の合計所得が730万円未満の夫婦
■助成対象治療法　体外受精と顕微授精
■助成額及び期間

１）１組の夫婦に対する助成額の上限は１回
の治療につき10万円まで
２）以前に行った体外受精または顕微授精に
よりつくられた受精胚による凍結胚移植を
行った場合は１回の治療につき５万円まで　

　※１組の夫婦に対する助成回数は１年度３回
まで、通算５年とします。（平成25年度分
は４月１日に遡っての償還払い）

■問合先　健康福祉課（☎６１－１０００）へ



広報おぐに　2013.10

9

実践から地域づくりを学ぶ
法政大学コミュニティスタディ実習
　法政大学現代福祉学部の学生が、農業体験
や福祉体験、住民との交流などをとおして地
域づくりを学ぶ「法政大学コミュニティスタ
ディ実習」が、８月23日から９月４日まで、
町内各所で行われました。
　これは、実践をとおして地域づくりを学ぶ
ことを目的に、同大学が全国の自治体などに
学生を派遣するものです。
　本町には、伊藤祥希（あき）さん（小国町
増岡出身）と神澤理沙さん（群馬県伊勢崎市
出身）の２人が来町し、郷土料理づくりや雑
穀の刈り取り作業など、連日実習に取り組み
ながら、地域づくりを学びました。

地域資源の発掘や産業創出へ向けて
域学連携地域活力モデル実証事業

　

が
ん
検
診
は

　
　
　

お
済
み
で
す
か
？

　

今
年
度
、
が
ん
検
診
を
申
し
込

ん
で
ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
か
た

は
、
対
象
地
区
の
日
程
以
外
で
も

受
診
で
き
ま
す
の
で
、
次
の
日
程

で
都
合
の
良
い
日
に
ぜ
ひ
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
申
込
み
を
し
て
い
な
い

か
た
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
時
間　

　

午
前
７
時
30
分
～
午
前
９
時

■
会
場　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
問
合
先

　

健
康
福
祉
課

　
（
☎
61
‐
１
０
０
０
）
へ

月　日 対象地区

10月２日㈬ 幸町1.2、兵庫舘1、栄
町1.2

10月３日㈭ 坂町1.2.3.5、県職員Ａ
Ｐ、小国町1.2

10月23日㈬ 本町1.2.3、岩井沢1.2

10月24日㈭ 北、旭町、兵庫舘2、小
芦

11月14日㈭ 平林、上岩井沢、あけ
ぼの1.2、若竹寮

地域のかたに指導
を受けながら笹巻
きづくりに挑戦す
る 伊 藤 祥 希 さ ん

（写真左）と神澤
理沙さん（写真左
から２番目）

最終日には、県立
小国高校の生徒を
対象に２人が講師
となって大学生活
や進路に関する講
話を実施

　町では、今年度創設された総務省の補助事
業を活用し、「地域資源活用域学連携事業」
を実施しています。この事業は、地域と大学
が連携して地域資源の発掘や産業創出、地域
の活性化などを目的としています。
　本町には、９月13日から22日にかけて、早
稲田大学の学生等14人がフィールドワークに
訪れました。学生等は、各地域の住民から伝
統文化等についての聞き取りや町内各施設の
視察を行い、地域資源を利活用した町の活性
化に関する提案を行いました。今後２回程度、
町内でフィールドワークを実施することとし
ています。

井の下幹線用水路
を視察し中小水力
発電の可能性を調
査

地元のかたから地
域の行事や歴史、
伝統などについて
学ぶ
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　第52回少年の主張小国地区大会が、９月３日、
小国中学校を会場に開催されました。当日は、小
国中学校と叶水中学校の５人の生徒が出場し、普
段の生活や将来の夢、地域での活動をテーマに、
自分の考えを力強く発表しました。
　会場には、地域のかたがたも訪れ、堂々とした
発表に大きな拍手が送られていました。審査の結
果、小国中学校３年の小池直道君が最優秀賞、叶
水中学校２年の山口未生（みう）さんが優秀賞、
小国中学校３年の仁科俊祐君が優良賞に選ばれま
した。また、小池直道君は、置賜ブロック大会を
突破し、９月23日に山形市で開催された県大会
で優良賞を受賞しました。

　大蔵流山本会狂言おぐに講演が、９月25日、
小国高校体育館を会場に開催されました。こ
れは、白い森古典芸能ふれあい事業実行委員
会（河内昭佐会長）が主催したもので、児童
や生徒など、多くのかたがたが鑑賞しました。
　演者は、狂言方大蔵流の人間国宝、山本東
次郎氏（東京都）をはじめとする山本会の皆
さんで、「佐渡狐（さどぎつね）」と「寝音曲（ね
おんぎょく）」の２つの演目が演じられました。
　こっけいな演技に、会場からは笑いとたく
さんの拍手が送られていました。

　子育て支援センター主催の公開子育て講座
が、９月10日、健康管理センターを会場に
開催され、入園前の子どもの保護者等26人
が参加しました。今回は、子育てサポーター
の提案により、参加者のお子さんをサポー
ターが別室で預かり、安心して子育て講座に
参加してもらおうと実施されたものです。
　当日は、山形県家庭教育アドバイザーの金
澤和子氏が講師となり、「子育ては豊かな森
づくり・未来づくり」と題した講座が行われ
ました。参加者は、講師の指導を受けながら、
子育てに関する悩みや考えを班ごとに発表し
解決策を提案するなど、子育てについての理
解を深めていました。

伝統芸能にふれる
～大蔵流山本会狂言おぐに公演～

日ごろ抱いている思いを熱弁
～第52回少年の主張小国地区大会～

子どもの目を見て接しましょう
～平成25年度公開子育て講座～

後列左から　小国中学校３年齋藤友郁さん、叶水中学校３年渡部
　　　　　　さとみさん
前列左から　小国中学校３年仁科俊祐君、同校３年小池直道君、
　　　　　　叶水中学校２年山口未生さん
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　本年度末で閉校を迎える沖庭小学校と沖庭地区合
同の最後の運動会が、９月８日、同校で開催され、
児童や教職員、保護者のほか、多数の地域住民が参
加しました。
　当日は、雨のため体育館での開催となりましたが、
まり入れや障害物競走、全員参加の盆踊りなど、全
12種目が行われました。児童や教職員、保護者や地
域のかたがたが一体となり、学校への感謝の思いを
込めながら、汗を流しました。
　また、閉校記念碑除幕式も併せて行われ、校歌や
同校の沿革が記された記念碑が披露されました。あ
いさつに立った「沖庭地区を考える会」の佐藤孝志
会長は、「沖庭っ子の魂が吹き込まれた記念碑は、
子どもたちを見守り育ててくれると信じています。」
と述べました。

学校への感謝の気持ちを胸に
～沖庭地区、沖庭小学校大運動会～

　
　シリーズ ⑤

　恐れていたメジロにもアブにも刺されることなく、秋の訪
れを迎えました。先日、東部地区の運動会が、叶水小中学校
で行われました。小中学生の100ｍ走のとき、「〇〇さんと
〇〇さんは、練習では１勝１敗。本番ではどちらが勝つか注
目です！」と、日ごろの生徒の様子を交えながら進行する一
幕がありました。児童や生徒数が多い都会の小中学校では、
１レースごとの見所を伝えることはまず無理です。先生が、
一人ひとりの良いところや日ごろの様子を把握して、地域に
伝える。「教育」を学校だけでなく、地域全体で行うという
気持ちを感じました。大勢で何かをし、その場の雰囲気に順
応していくことはもちろん大切です。しかしそれは、ときに
自分の意思を押し殺すことにもつながります。「空気を読む」
ことが本当に必要でしょうか。私自身、全校生徒800人以上
の学校で育った幼少時代を良かったとは思っていません。自
分の生きてきた環境とは全く違う叶水の教育の在りかたを今
見ています。

「地域教育に関して
　　　　　　　思うこと」

200kgある保存用のウシのエサを
　　　　　　　　　　一人で転がした瞬間

樽 川　 美 穂
緑のふるさと協力隊
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お知らせコーナー

■
問
合
先　

小
国
小
学
校

　
（
☎
62
‐
２
０
１
８
）
へ

■
日
時　

10
月
20
日
㈰（
小
国
町
役

場
東
側
駐
車
場
午
前
９
時
出
発
）

■
内
容　

小
国
町
側
か
ら
関
川
村

側
へ
大
里
峠
越
え
、
交
流
会

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
山

頂
に
奉
納
す
る
折
鶴

■
申
込
・
問
合
先

　

地
域
整
備
課
建
設
管
理
室

　
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

■
日
時　

10
月
27
日
㈰
午
前
９
時

30
分
か
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
午
前

11
時
30
分
か
ら
祭
広
場
で
イ
ベ
ン

ト（
カ
ラ
オ
ケ
、
丸
太
切
り
な
ど
）

■
参
加
費�

大
人
２
，０
０
０
円

　

�

小
中
学
生
１
，０
０
０
円

■
申
込
・
問
合
先

　

黒
沢
峠
敷
石
道
保
存
会

　
（
☎
62
‐
４
４
９
６
）
へ

■
日
時　

10
月
21
日
㈪

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

■
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

《
小
坂
町
勤
労
者
住
宅
》

　

２
Ｋ　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

３
３
，０
０
０
円

《
岩
井
沢
勤
労
者
住
宅
》

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
４
階
）

■
家
賃　

４
２
，０
０
０
円

■
対
象　

町
内
の
事
業
所
に
お
勤

　
　
　

め
の
か
た

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

10
月
９
日
㈬

■
入
居
時
期　

10
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

　

地
域
整
備
課
建
設
管
理
室

　
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ　

　

森
の
ホ
ー
ル

■
対
象
者　

栄
養
食
生
活
改
善
や

料
理
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
男
性

■
講
師　

小
国
町
食
生
活
改
善
推
進
員

■
参
加
費　

５
０
０
円

■
申
込
期
限　

10
月
７
日
㈪

■
申
込
先　

健
康
福
祉
課
へ

■
相
談
日
時　

毎
月
第
４
火
曜
日

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
12
時

■
相
談
場
所　

長
井
市
役
所
市
民

　
　
　
　
　
　

相
談
セ
ン
タ
ー

■
問
合
先　

松
山
和
好
行
政
書

士
事
務
所
内
（
☎
０
９
０
‐

４
８
８
１
‐
８
６
５
２
）
へ

■
日
時　

10
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
10
分
～

■
場
所　

東
原
公
園
周
辺

■
内
容　

各
種
訓
練
、
防
災
ヘ
リ

に
よ
る
救
助
訓
練
、
起
震
車
な

ど
の
特
殊
車
両
体
験
等

■
そ
の
他　

当
日
は
、
東
原
公
園

周
辺
の
道
路
が
一
時
的
に
通
行

止
め
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
放

水
訓
練
も
実
施
し
ま
す
の
で
、

周
辺
に
お
住
ま
い
の
か
た
は
窓

を
閉
め
、
洗
濯
物
を
外
に
出
さ

な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
訓
練

を
見
て
、
体
験
し
て
、
防
災
へ

の
意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

町
民
税
務
課
町
民
生

活
担
当（
☎
62
‐
２
２
６
０
）へ

　

現
校
舎
で
の
最
後
の
学
習
発
表

会
と
な
り
ま
す
。

■
日
時　

10
月
19
日
㈯

　
　
　
　

午
前
８
時
50
分
～

■
場
所　

小
国
小
学
校
体
育
館

■
内
容　

各
学
年
の
発
表
な
ど

募
集

町内の空間放射線量を
お知らせします。

　～いずれの場所の数値も
　　人体に対して影響のない水準です～

■９月25日㈬の空間放射線量

※測定値は地上から50㎝の高さの値で、単位
　は１時間あたりのマイクロシーベルトです。

■問合先　町民税務課町民生活担当へ

測定場所 測定値 
（µSv/h）

旧北部小中学校　グラウンド 0.10
沖庭小学校　グラウンド 0.11
旧小玉川小中学校　グラウンド 0.10
旧玉川小中学校　グラウンド 0.10
小国小学校　グラウンド 0.10
小国中学校　グラウンド 0.10
叶水小中学校　グラウンド 0.10
旧伊佐領小学校　グラウンド 0.10
旧白沼小中学校　グラウンド 0.11

ご
案
内

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

平
成
25
年
度
小
国
町
防
災
訓
練

小
国
小
学
校
学
習
発
表
会

山
形
県
行
政
書
士
会

　
　

無
料
相
談
の
お
知
ら
せ

男
性
の
料
理
教
室

第
20
回
大
里
峠
越
え
交
流
会

第
28
回
黒
沢
峠
祭
り
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今月の出前町長室は以下のとおりです。お気軽においでください。
　11日㈮17：00～19：00、21日㈪10：00～12：00　【アスモ街なか情報ステーション】

shiroimori@town.oguni.yamagata.jp  0238（62）2611町長室専用メール 町長室専用 FAX

■   
日　

時　

10
月
１
日
、
８
日
、

15
日
、
22
日（
子
育
て
講
座
・
楽

し
い
お
や
つ
作
り
）、
29
日
、
い

ず
れ
も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■ 

日　

時　

10
月
３
日
、
10
日
、

17
日
、
24
日
、
31
日
、
い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
場　

所　

お
ぐ
に
保
育
園

■ 

対
象
者　

0
歳
か
ら
入
園
前
の

お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
日　

時　

10
月
10
日
、
24
日

　

午
後
1
時
～
午
後
3
時
30
分

■
場　

所　

お
ぐ
に
保
育
園

■ 

対
象
者　

生
後
4
カ
月
か
ら
18

カ
月
の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
日　

時　

10
月
５
日
㈯

　

午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
場　

所　

温
身
平

■
内　

容　

森
林
散
策
な
ど

■
対
象
者　

お
お
む
ね
２
歳
か
ら
入

学
前
の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

■
問
合
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　10月25日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成25年６月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　10月25日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成24年10月生まれ
　■３歳児健診
　・期　　日　10月11日㈮
　・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　平成22年２月、３月、
　　　　　　　４月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参く
　　　　　　ださい。
４．問合先　健康管理センターへ

10月の
保健カレンダー

　右の表は９月20日現在でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国
町をおもな就業先としている求人情報
です。既に雇用が確定している場合も
ありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハロー
ワーク長井（☎84－8609）へ。

●10月28日㈪　水道料  
●�10月31日㈭　町県民税
（３期）、国民健康保険税、
後期高齢者医療保険料、
介護保険料、下水道料 、
簡易水道料、住宅使用料、
保育料等
■問合先
　町民税務課税政管理室へ

今月の納税 ２０１３.１０

※今月は、９月以降に登録された求人を掲載しています。

☆
あ
そ
び
の
広
場
☆

☆
な
か
よ
し
広
場
☆

☆
赤
ち
ゃ
ん
広
場
☆

☆
こ
ど
も
愛
ラ
ン
ド
☆

　10月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

事 業 所 名 職　　種 求人数 勤 務 時 間

㈱ 横 川 建 設
配送運転手、現場
管理、重機オペレー
ター他

６人 8：00～17：00

小 国 町 観 光 協 会 臨時雇用職員 １人 8：30～17：00

㈱ 小 国 タ ク シ ー タクシー運転手 ２人
6：30～18：00
7：00～22：30
10：00～00：00

㈲ 東 部 開 発 農作業全般、他 ２人 8：00～17：00

医 療 法 人 社 団
緑 愛 会 満 天 の 家 ケアマネージャー １人 8：30～17：30

大 河 内 産 業 ㈲ 一般作業員 ３人 8：00～17：00

斉 藤 建 設 ㈱ 土木施工管理技士 １人 8：00～17：00

㈱ 建 装 テ ク ノ 塗装工 １人 8：00～17：00

大 幸 Ｔ Ｅ Ｃ ㈱ 検査及び品質管理 １人 8：00～17：30
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●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●斎場夜間受付（17：00～21：00） ☎023－645－3077
●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●小国町健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200
●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/

相　談
▽年金相談
■日　時　10月16日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　
　町民税務課住民窓口担当へ

▽人権相談
■日　時　10月23日㈬
　　　　　10：00～12：00
■場　所　総合センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽消費者相談会
■日　時　10月26日㈯
　　　　　10：00～15：00
■場　所　役場雇用相談室
■対応者　司法書士　舟山健蔵氏
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先
　町民税務課町民生活担当へ

◇心をひとつに響かせる！
◇流転の魔女
◇ホテルローヤル
◇土の学校
◇きみの町で
◇加工食品の危険度調べました

・ ・ ・休館日・ ・ ・　毎週月曜日・祝日～新着図書～

第11回おぐに鍋まつり

石 田 　 修 一
楊 　 逸
桜 木 　 紫 乃
木 村 　 秋 則
重 松 　 　 清
渡 部 　 雄 二

新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会

　新潟山形南部連絡道路の役割と重要性を再確認し、
全線の早期実現にかける沿線住民の熱い思いを訴える
ため、次のとおり住民大会を行います。
　皆さん気軽にご参加ください。

　家庭教育電話相談「ふれあい
ほっとライン」が設置されました。
　子育ての不安や悩み、子どもか
らの直接の電話相談にも応じま
す。気軽にご相談ください。

ふれあい
　ほっとライン
023-630-2876

■相談日
　月曜～金曜　8：30～16：15
　土曜、日曜、祝日、年末年始は休み
■その他　
　電子メール、Ｆａｘは24時間受付
　E-mail：yshogaku@pref.yamagata.jp
　Fax：023-630-2874

　　あなたが選ぶ小国の鍋
　　　　　　　今年の鍋将軍は誰の手に!?
■日　時　11月10日㈰　11：30～　販売開始
■場　所　アスモ西側駐車場
　　　　　～出店者を募集しています～
　実行委員会では、鍋まつり出店者を募集していま
す。申込期限は10月10日㈭です。申込方法などの
詳細は、下記にお問い合わせください。

■問合先　
　鍋まつり実行委員会
　（小国町商工会内☎６２－４１４６）へ

～住民大会小国大会を開催します～

■日　時　10月14日（月・祝）　13：10～16：00
　　　　　（13：00まで来場して下さい）
■場　所　町民総合体育館
■内　容　基調講演、意見発表など
■問合先　地域整備課（☎６２－２４３１）へ

小国リレーセンターからのお知らせ
　次の時間帯において、計量機の定期検査を実施
します。検査時間帯は、ごみの受付ができません
ので、ご留意ください。
■日 時　10月29日㈫　13：00～15：00
■問 合 先　
　長井クリーンセンター（☎８４－６９１１）へ
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●小国町役場 ☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室 ☎62－2112　●政策企画室・地域振興室 ☎62－2264
●国 保 医 療 担 当 ☎62－2261　●税政管理室 ☎62－2403　●住民窓口担当・町民生活担当 ☎62－2260
●農林振興室 ☎62－2408　●商工観光室 ☎62－2416　●会　計　室 ☎62－2406
●建設技術室 ☎62－2432　●議会事務局 ☎62－2448　●建設管理室・水道管理室 ☎62－2431

入札結果情報（平成25年８月21日～９月20日実施） 単位（円）

※金額は消費税及び地方消費税を含みません。

小国町文化祭のご案内「Ｔｒｅｅ＋ｉｎｇ と森林散策」

小国町文化祭が、下記のとおり開催されます。
入場は無料です。皆さんぜひお越しください。

内　　容 日時と場所

沖小・古田歌舞伎
合 同 公 演

 10月26日㈯
 12：30～16：00
 沖庭小学校体育館

山遊亭金太郎落語会
 11月２日㈯
 17：00～19：00
 総合センター

作 品 展 示

 11月２日㈯、３日（日・祝）、４日㈪
 9：00～20：00
 ※４日は17：00まで
 町民体育館

お 茶 席
 11月２日㈯、３日（日・祝）
 9：30～15：00
 ※２日江戸千家　３日宗徧流

芸 能 ま つ り
 11月３日（日・祝）
 12：00～16：00
 町民体育館

民 謡 ま つ り
 11月３日（日・祝）
 18：00～21：00
 総合センター 

小国町文化協会では、書道、生け花、絵画など
の展示作品を募集しています。詳しくは下記に
お問い合わせください。
■問合先　小国町文化協会事務局
　（小国町教育委員会事務局☎６２－２１４１）へ

■日 時　10月14日（月・祝）　
　　　　　　 9：00～16：00ころまで
■開催場所　健康の森よこね
■集合場所　健康の森よこね入口前駐車場
■対 象　一般、親子（定員30人）
■参 加 費　一般1,000円　中学生以下500円
■申込期限　10月９日㈬まで

■日 時　10月19日㈯　
　　　　　 　8：30～16：00ころまで
■コ ー ス　大里峠～榎峠～鷹巣峠
■集合場所　旧玉川小中学校
■対 象　一般、親子（定員20人）
■参 加 費　1,000円
■申込期限　10月16日㈬まで

第四回越後米沢街道・十三峠トレッキング

「紅葉ウォーク ｉｎ 温身平」
■日 時　10月26日㈯　
　　　　　 　9：30～16：30ころまで
■開催場所　森林セラピー基地「温身平」
■集合場所　飯豊山荘前
■対 象　一般（定員20人）
■参 加 費　2,000円
■申込期限　10月23日㈬まで

※申込み　ＮＰＯ法人ここ掘れ和ん話ん探検隊
　（☎０５０－７５０７－５９５５）へ

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

Ｈ25.8.26 平成25年度小国町水道事業石綿管入替
工事 大宮他 Ｈ25.11.29 25,370,000 ㈱船山工務店 24,200,000

Ｈ25.8.27 平成25年度小渡地区耐震性貯水槽40㎥
型整備工事 小渡 Ｈ25.11.29 5,922,000 斎藤建設㈱ 5,700,000

Ｈ25.8.30 平成25年度小国町立病院リハビリ棟建
設工事 あけぼの Ｈ26.2.20 110,000,000 ㈱髙橋工務店 109,000,000

Ｈ25.9.4 平成25年度町営住宅補修事業あけぼの
高齢者団地屋根及び外壁塗装工事 あけぼの Ｈ25.10.31 3,296,000 伊藤建築

小国営業所 3,200,000

Ｈ25.9.12 平成24年度繰越都市再生整備事業町道
岩井沢麻枯沢線改良舗装工事 岩井沢 Ｈ25.10.31 10,466,000 小国開発㈱ 10,100,000

Ｈ25.9.12 平成24年度繰越都市再生整備事業町道
小国停車場岩井沢線道路改良工事 岩井沢 Ｈ25.11.30 12,394,000 ㈱船山工務店 12,000,000

Ｈ25.9.12 平成24年度繰越社会資本整備総合交付
金事業町道トンネル点検業務委託 石滝他 Ｈ26.1.17 16,065,000 新和設計㈱ 16,000,000

Ｈ25.9.12 平成25年度小国町水道事業漏水調査業
務委託

水道事業
区域内 Ｈ25.11.5 2,859,000 フジ地中情報

㈱東北支店 2,600,000
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戸籍のまど戸籍のまど
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。

皆
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で
、
子
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た
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勇
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演
技
を
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覧
く
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さ
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。�

（
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藤
）

人口のうごき
人口 男・・・4,178人 （－８）
 女・・・4,410人 （－５） 
 計・・・8,588人 （－13） 
世帯数 3,205世帯  （－３） 

平成25年８月31日現在

小国小坂町
田 沢 頭

大 二
梨 絵（

シリーズ⑥『自然豊かな小国町』

佐藤�明子�さん
（旧姓：石山）

小国小坂町出身

東 原
岩 井 沢

隼
晴 美（

～ふるさとへの想い～

３人娘のママになりました（写真中央）

福島県相馬市在住

兵 庫 舘

小 国 町
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伊 藤

塚 原

木 村

兵 庫 舘
五 味 沢

直 人
美 希（ 舟 山

永 井

　私は、高校進学と同時に小国町を離れ、東京で
看護師として働いたのち、福島県相馬市に嫁ぎま
した。現在、３人目の娘を出産し、育児に奮闘中
です。小学４年生と１年生の娘に、私の幼少期の
話をすると、とても喜びます。春には、ツクシや
フキノトウを採り、シロツメクサで冠を作ったこ
と。夏には、毎日プールや川で遊んで真っ黒に日
焼けしたこと。秋には、学校のみんなと芋煮会を
したこと。冬には、ツルツルになった雪の上をス
ピードスケート選手の真似をしてすべったこと。
どれもこれも小国の自然あっての思い出です。小
国の豊かな自然に私は育てられたのだなとあらた
めて思います。
　東日本大震災の際には、小国町から相馬市への
支援がありました。本当にありがとうございまし
た。震災後の相馬は、子どもたちの外遊びが思う
ようにできない状況にあります。除染された公園
で遊ばせても、やはり不安は残ります。昔の私と
同じように、娘たちも小国の豊かな自然のなかで
少しでも大きく育てと願わずにはいられません。
いつまでも自然豊かで美しい小国町であってほし
いと思っています。

編集後記

誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。


